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クエリ：単体の表やグラフ

• データ分析機能（BI）はassetforceの資産情報や履歴情報などに格納されているデータを取り出したり、
データをもとにグラフを作成して視覚的に分析するためのツールです。

１．データ分析機能概要・画面説明

ダッシュボード：クエリをまとめた一覧

クエリ ダッシュボード

データ分析 レポート画面

レポート：作成したダッシュボードをassetforce上で表示

本日のご説明はこちら
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• WEB版assetforceにログインします。
• メニューの    [データ分析]>    [ダッシュボード設定]をクリックします。
• 別タブで    [データ分析機能のホーム画面]が起動します。

１．データ分析機能概要・画面説明

A B

A

B

C

C
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[サイドバーを閉じる]・・・ 画面左のコレクション、データを非表示にします。
    [検索バー]・・・ テナント内のクエリ/グラフ/ダッシュボード/コレクションを検索します。
    [ホーム画面に戻る]・・・ この画面に戻ります。
    [新規登録]・・・ 直接クエリ/SQLクエリ/ダッシュボード/コレクションを作成します。
    [コレクション]・・・ 過去に作成・保存したクエリ/ダッシュボードが保存されているフォルダです。

あなたの個人的な～…自分のみ参照可 tenant_20xxxx…全員で共有
    [データ]・・・ 直接テーブルのデータを閲覧できます。
    [カスタム表示]・・・ クエリを作成します。→通常こちら
    [SQLクエリ]・・・ SQLクエリを作成します。

１．データ分析機能概要・画面説明

A

B
A

B

C

D

C D

E

E

F

F

G H

G

H
[カスタム表示]をクリックします。G

ここでは…

20XXXX
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貴社限り1.assetforce for steraの主なデータテーブル一覧

情報種類 項目説明

取引履歴 1伝票に1つ作成される親情報。ステータスは最終のス
テータスのみが反映します。顧客IDを利用する以外の集
計では利用頻度は低い

取引変更履歴 取引（売上、取消、マイナス会計）の処理ごと
の履歴が記録されます。 売上関連の集計の際に
はメインデータとして利用します

決済商品履歴 取引の商品単位の情報（商品名、単価、数量な
ど）が記録されます。返品でも値は＋です 。商
品別合計価格でデータ集計をした際に、小計値
引きがある場合は、取引情報の金額と不一致が
発生します

決済手段履歴 現金、クレジット、その他決済など決済手段ご
との履歴が記録されます。集計の際は種別の釣
り銭に注意してください。また、会計で複数決
済手段を利用した場合で、決済商品履歴と関連
して集計をすると金額の不一致がおきます。

決済関連情報履歴 取消・返品、再決済の決済情報のみの履歴が記
録されます。

小計金額変更履歴 小計に値引・割引を行った履歴が記録される

履歴情報種類 項目説明

商品 商品マスタに登録された商品情報です。
売上履歴 バーコード商品の売上・取消の履歴が記録されま

す。

棚卸履歴 棚卸作業の履歴が記録されます。

入庫履歴 入庫作業の履歴が記録されます。

出庫履歴 出庫作業の履歴が記録されます。

レジ操作履歴 スタッフが取引（売上、取消、マイナス会計）した
履歴が記録されます。

【売上関連】 【在庫管理関連】

ほぼ利用しないテーブル
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• クエリ作成画面が表示されるので、    [main_20xxxx]をクリックします。
• assetforce内のデータで、データ分析機能（BI）で取扱うことができるテーブルが表示されるので、自分が取

得したいデータを含むテーブルを選択します。ここでは    [V_xxxxxxx_ASSET_取引変更履歴]を選択します。

２．カスタム表示を使ってデータを表示する

A

A

B

B

参考：テーブルの説明
ACTION・・・実行した一括処理データ
APPUL・・・ 履歴情報データ
ASSET・・・ 資産情報データ
ASSET_RESERVATION_STATUS・・・
予約情報データ
EVENT・・・ 予約情報データ（イベントタイプ
設定で作成したイベントに紐づくデータ）
MASTER・・・マスターデータ
USER・・・ ユーザーデータ

20XXXX

20XXXX
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• データを表示させてみましょう。
•     [結果]をクリックします。

２．カスタム表示を使ってデータを表示する

A

A
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• 履歴情報「取引変更履歴」に格納されたデータが全件表示されました。
• 元のクエリ作成画面に戻るには    [    ]をクリックします。
• 表示されたデータをダウンロードしたい場合は    [    ]をクリックします。

２．カスタム表示を使ってデータを表示する

A

B

B

A
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• 項目の並び替え：ドラッグ＆ドロップで出来ます。
• 各項目のヘッダーをクリックすると設定画面が表示されます。項目名変更、並び替え、表示設定変更カンマ区

切り→カンマ無、日付表示のフォーマット変更、などの設定が可能です
• をクリックすると項目削除、項目名変更、、条件付き書式の設置が可能です

２．カスタム表示を使ってデータを表示する

参考：設定画面
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貴社限り２．カスタム表示を使ってデータを表示する

• グラフをクリックすることでデータの表示形式を選択することが可能です
• 選択されているグラフのアイコンにカーソルを合わせると設定アイコンが表示されます。設定アイコンからグラフに表

示させるデータの設定が可能です
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• 表示されたデータの項目を見ると「取引変更履歴」では売上の合計金額は確認できますが、購入した商品に関
する情報がありません。商品情報は「決済商品履歴」のテーブルに格納されているためです。

• 「取引変更履歴」のテーブルに「決済商品履歴」を結合して商品別の売上データを表示します。元のクエリ作成
画面に戻り、    [        ]をクリックします。

• テーブル選択画面が表示されるので、    [決済商品履歴]を選択します。
• テーブルを結合するためのキーを指定する画面が表示されるので左右双方のコラム     に[ASSET_ID]を選

択します。

３．2つのテーブルを結合する

A

A

B

C D

B

C

D
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• 以下図のようにセットできているか確認のうえ、データを表示させてみましょう。
•     [結果]をクリックします。
• 結合：共通のキーを用いて2つのテーブルを1つのテーブルのように合体させること

（資産情報と履歴情報を結合させる場合はASSET_ID)

３．2つのテーブルを結合する

A

A

• 結合：共通のキーを用いて2つのテーブルを1つのテーブルのように合体させること
（資産情報と履歴情報を結合させる場合はASSET_ID)
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• 「取引変更履歴」に格納されたデータと「決済商品履歴」が結合されて表示されました（結合部抜粋）。

３．2つのテーブルを結合する

→決済商品履歴取引変更履歴←

• 1：ｎのデータを結合した場合、データの行数はnになります
例：取引変更履歴は合計金額1,430円と1つのデータですが、3商品を会計しているので商品別にデータが作られる決済商品履歴の

データは3つあります。したがって、結合されたデータは決済商品履歴の数と同じ3行になります
• データ集計する際は上記の事象を考慮して集計項目を選択してください

例：商品別の売上金額を集計する場合は①を集計する。②を集計してしますと金額がずれます

ポイント！結合されたテーブルのデータ数と集計の考え方

①②
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• 既存項目の値と数式を利用して新たな列をテーブルに追加できます(必要ない場合はスッキプする手順です）
• ここでは、取引変更履歴のステータスが“売上以外の場合”に商品別金額合計の値に－を付与した列をテーブ

ルに新たに追加します（決済商品履歴の金額、数量はステータスに関わらず＋の値です。返品も含めて売上
データを集計したい場合はこのままでは、商品別の売上を正しく集計することはできません）

•     [カスタム列]をクリックします
• 項目計算式に次の様に入力します。（水色の項目名は一部入力でリストに候補が表示されます）

＝ case([ステータス] = "売上", [V_202748_APPUR_決済商品履歴 → 商品別合計金額], [ステータス] != "売上",[V_202748_APPUR_
決済商品履歴 → 商品別合計金額] * -1) 

【参考】ステータスが売上の時は商品別金額合計の値、ステータスが売上以外の時は商品別金額合計に‐1をかけた値を入力する

• の欄で項目名を設定します。ここでは「集計用_商品別合計金額」と入力しました。
•     [完了]をクリックし、    [結果]をクリックします。
• カスタム列はExcel同様に多くの数式が利用可能です。以下のユーザーガイドをご参照ください。

https://www.metabase.com/docs/v0.39/users-guide/expressions.html

4．表示したデータを使ってカスタム列を作る

A

Ｂ

C

B

C

D E

D
E

A

https://www.metabase.com/docs/v0.39/users-guide/expressions.html
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• 「集計用_商品金額合計」の列が追加され、ステータスが取消の時は値が－の値が入りました

４．表示したデータを使ってカスタム列を作る
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• 表示されているデータについて、商品販売日毎の販売金額の集計を行います。元のクエリ作成画面に戻り、    
[    ]をクリックします。

• 集計を行います。「見たいメトリクスを選ぶ」より    [の合計値]を選択します。さらに集計したい項目を選択しま
す。先ほど作ったカスタム列     [集計用_商品別合計金額]を選択します。

• 「集約するためのキー列を選ぶ」で [登録日時]を選びます。尚、日付項目は で集計単位を変更できます
• 同様に「集約するためのキー列を選ぶ」で「カテゴリ」を選びます

5．表示したデータを集計する

A

B

C

A

B

C

D

集約のメトリクスは、データの個数を数える「行の
カウント」と、集計項目を合計する「の合計値」を
主に利用します。

D E

E
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• 以下図のようにセットできているか確認のうえ、データを表示させてみましょう。
•     [結果]をクリックします。

5．表示したデータを集計する

A

A
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• assetforce側がデータを自動で判定してグラフや表で集計しています。
• クリックするとグラフとデータを切り替えることができます
• [    ]をクリックすると表示するグラフの種類を切り替えます

5．表示したデータを集計する

A

AB

B
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• 登録日とステータスを絞って売上のデータを集計できるように、フィルタをかけて表示します。
•  「フィルターを追加する」をクリックします
•    [登録日時]をクリックします
•    [過去30日間]をクリックします
• フィルターの「＋」ボタンを押して同じく[カテゴリ]を選択し[フード][ドリンク]をチェックします

• フィルターの「＋」ボタンを押して同じく[ステータス]を選択し[売上]をチェックします

6．表示したデータにフィルタをかける

A

B

C

C

A B
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• 以下図のようにセットできているか確認のうえ、データを表示させてみましょう。
•     [結果]をクリックします。

6．表示したデータにフィルタをかける

A

A
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• フィルタをかけたデータが表示されました。

6．表示したデータにフィルタをかける
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貴社限り7.作成したデータのグラフや表示手段変更する

• グラフやテーブルを見たい形に設定することが可能です
• アイコンをクリックすると設定画面が開きます。以下はピボットテーブルで形式を変更したイメージです
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• クエリ作成画面、またはクエリの検索結果画面右上にある[保存]をクリックします。
• 名前、説明を入力します。
• コレクション：「ユーザー名」のコレクション→自分しか表示できないクエリとして保存されます。

「tenant_xxxxxx」→ユーザーで共用できるクエリとして保存されます。
• 「保存」をクリックします。

8．作成した検索条件（クエリ）を保存する
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• ダッシュボード：複数のクエリをまとめて表示できるボードで、一覧表示できるので便利です。
• 作成手段は2通りあり、クエリを保存すると「ダッシュボードに追加しますか？」と確認が入りその時にダッシュボード

に追加する手段と、別でダッシュボードを作成してそこに追加する手段があります。ここでは後者を説明します。
• 画面右上の    [+新規登録]をクリックし、「ダッシュボード」を選択します。
• 「新規ダッシュボードの作成」ウィンドウが現れるので、名前、説明を入力し、保存するコレクションを選択の上、    

[新規登録]をクリックします。

9．作成したグラフをダッシュボードに設定する
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•     [保存したクエリを追加する]をクリックします。8で保存したクエリを追加してみましょう。
• 右に表示されたクエリのリストから    [（8で保存したクエリ）]を選択します。
• グラフが追加されるので、お好みでグラフの場所や大きさをドラッグして変更し、右上の保存をクリックします。

9．作成したグラフをダッシュボードに設定する

A

B

A

B
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• ダッシュボードを表示した状態で    [    ]をクリックします。
• フィルタボタンが現れるので    [    ]をクリックします。

10．ダッシュボードにフィルタを設定し、フィルタを活用してデータを抽出する

A

B

A B
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• フィルターしたい項目を設定します。ここでは原価センタでフィルタしてみましょう。    [テキストまたはカテゴリ]を選
択します。

• フィルターの種類を聞いてくるので、    [等しい]をクリックします。
• フィルタをかけるカラムに    [フィルタをかける項目名]を選択し、ラベルに    [検索の名称]を入力し、    [完了]

をクリックし、    [保存]をクリックします。

10．ダッシュボードにフィルタを設定し、フィルタを活用してデータを抽出する

A

B

A

B

C D

B

D

E

E

F
F
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• ダッシュボードにフィルタをかけられるようになりました。 
•  [フィルタの名称]をクリックし、フィルタ条件を設定し [フィルターを追加する]をクリックします。
• フィルタされた内容が表示されます。

10．ダッシュボードにフィルタを設定し、フィルタを活用してデータを抽出する
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貴社限り補足：よくあるレポート作成例

集計切り口 集計される内容 データ 結合１ 結合２ カスタム列 フィルタ考慮事項 集計考慮事項
税率別売上金額 取引変更履歴
店舗別売上金額 取引変更履歴
スタッフ別売上金額 取引変更履歴
時間帯別売上金額 取引変更履歴
日別売上金額 取引変更履歴
月別売上金額 取引変更履歴
ステータス別　など 取引変更履歴

② 商品別×売上金額/数量 ①×商品情報 取引変更履歴 決済商品履歴

・決済商品履歴→商品別合計金額の売
上以外ステータスに対して-を設定するカス
タム列を作成
・数量も集計する場合は上記同様に数量
の列も作成

金額集計は決済商品履歴のカスタム列に
て行う

③ 決済種別×売上金額/数量 ①×決済種別情報 取引変更履歴 決済手段履歴

・決済手段履歴→種別を「売上」のみに
絞る
・決済手段履歴→ステータスで”「返品」等
しくない”を設定する

金額の集計は決済手段履歴の金額で行
う

④ 商品別×決済種別×売上金額/数量 ①×②×③ 取引変更履歴 決済商品履歴 決済手段履歴

・決済商品履歴→商品別合計金額の売
上以外ステータスに対して-を設定するカス
タム列を作成
・数量も集計する場合は上記同様に数量
の列も作成

・決済手段履歴→種別を「売上」のみに
絞る
・決済手段履歴→ステータスで”「返品」等
しくない”を設定する

・金額集計は決済商品履歴のカスタム列
にて行う
・３テーブル参照すると集計に時間がかか
るので注意

⑤ 顧客ID別売上金額 取引履歴
最終的なステータスの集計でよければ取引
履歴、取消返品を考慮したい場合は取
引変更履歴を結合する

⑥ 顧客ID別商品売上金額 取引情報 決済商品履歴

・取消返品を考慮する場合は決済商品
履歴→商品別合計金額の売上以外ス
テータスに対して-を設定するカスタム列を
作成
・数量も集計する場合は上記同様に数量
の列も作成

⑦ 顧客ID別決済手段金額 取引情報 決済手段履歴

売上金額/数量①

集計切り口 集計される内容 データ 結合１（必要に応じて） 集計考慮事項
② 入庫数 入庫に関するデータ 入庫履歴
③ 出庫数 出庫に関するデータ 出庫履歴
④ 移動数 移動に関するデータ 移動履歴
⑤ 棚卸数 棚卸に関するデータ 棚卸履歴

商品
仕入先等をマスタで管理している場合はマ
スタの結合が場合によって必要
（MASTER_ID）

• 売上関連

• 入出庫関連

【ポイント】結合するテーブルが多いその分データ量が増えて処理に時間がかかりますのでご注意ください
データの範囲をフィルターする、項目を絞る等必要に応じてご対応ください
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貴社限り補足：テーブルを組み合わせた際のデータ数の補足（3テーブルの場合）

• パターン① レシートNOに対して、決済手段、商品ともに１つ 1:1:1

レシートNO（取引情報）A 商品情報（決済商品履歴）A決済手段（決済手段履歴）A

• パターン② 商品が複数 → 商品情報の数だけデータができます 1:1:n

レシートNO（取引情報）A 商品情報（決済商品履歴）A決済手段（決済手段履歴）A

レシートNO（取引情報）A 商品情報（決済商品履歴）B決済手段（決済手段履歴）A

• パターン③ 決済手段が複数 → 決済手段の数だけデータができます 1:ｎ:1

レシートNO（取引情報）A 商品情報（決済商品履歴）A決済手段（決済手段履歴）A

レシートNO（取引情報）A 商品情報（決済商品履歴）A決済手段（決済手段履歴）B

• パターン④ 決済手段、商品共に複数 → 決済手段×商品の数だけデータができます 1:ｎ:n

レシートNO（取引情報）A 商品情報（決済商品履歴）A決済手段（決済手段履歴）A

レシートNO（取引情報）A 商品情報（決済商品履歴）B決済手段（決済手段履歴）A

レシートNO（取引情報）A 商品情報（決済商品履歴）A決済手段（決済手段履歴）B

レシートNO（取引情報）A 商品情報（決済商品履歴）B決済手段（決済手段履歴）B

【ポイント】複数決済手段を利用しなければ決済手段でデータが増える事は防げます
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貴社限り

• 基本～中程度の内容であれば基本的にGUIで実現可能です。
• 一部例外的なものはSQLで設定します。（予約利用時間＝予約終了時間ー予約開始時間で計算）

Appendix. GUIで出来ること

設定 GUIで実現 SQLで実現

テーブルからデータを取得し、そのまま表示する

複数のテーブルを結合して表示（JOIN）

複数のテーブルから取得した結果の統合（UNION）

データの集約

条件を指定したデータの絞り込み（AND条件）

条件を指定したデータの絞り込み（OR条件）

取得結果をダウンロードする際の項目名を変更

データの並び替え（ソート）

行数制限

条件に応じた値の表示（CASE WHEN）
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